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青森家庭裁判所委員会（第３４回）議事概要 

 

１ 日時 令和３年２月４日（木）午後２時３０分 

２ 場所 青森地方・家庭裁判所大会議室 

３ 出席者 

 委員（５０音順，敬称略） 

石井俊和，小山田文泰，児玉寛子，佐藤健一，志村敬，瀬田浩久，松本史

晴，三上富士子，若木茂子 

 説明者 

佐藤潔家裁事務局長，今井政一家裁首席書記官，佐藤卓代首席家裁調査官，

原田紀子次席家裁調査官，蝦名孝一主任家裁調査官，小笠原美鈴家裁調査官，

大川尚子家裁総務課長 

４ 議事 

 開会 

 石井家裁所長挨拶 

 協議テーマ 

   少年の立ち直りに向けた地域の力の生かし方 

⑷ 意見交換の要旨（◎委員長，○委員，□説明者） 

ア 今回のテーマに先立ち，前回委員会のテーマである新型コロナウイルス感

染症への対応について，その後の裁判所の取組を紹介した。 

  □ 会場に荷物の置き場所がないことの御指摘と，コロナウイルス感染症対

策として，床に荷物を置かないよう，荷物の置き場所として椅子をもう一

つ置くなどの対策について御提案をいただいたが，青森地家裁管内全庁の

全ての部課室に対し，来庁者用の荷物の置き場所を確保するために，座る

椅子の他に荷物を置くための椅子を用意することや，部屋にテーブルを置

くなどの対応をするよう指示をし，現在，実施している。また，裁判所職
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員を対象とした研修などにおいても，同様の対応をしている。 

イ 意見交換に先立ち，最近の少年非行の傾向，青森家裁で行っている教育的措

置の状況，コロナ禍が教育的措置に与える影響等についての説明を行った。 

◎ 少年非行の概況，青森家裁の教育的措置の取組全般において印象，感想，

意見等はあるか。 

○ 家庭少年友の会で行う公園の清掃活動は青い森公園で行っており，家裁調

査官にも参加してもらい，約１時間ほど一緒に活動している。 

主に弁護士が行う付添人活動については，弁護士と友の会会員が一緒に付

き添うことが効果が高いという評価がある。可能であれば付き添いの機会を

増やしてほしい。 

○ 弁護士が付添人活動を行う際は，法的視点から見た少年へのアドバイスを

行い，家庭少年友の会は社会との触れ合いを大切にするといったように，役

割分担をすることで総合的な充実した付添人活動が出来るのではないかと感

じた。 

○ 教育的措置を行う期間は，審判が出るまでの間ということで良いか。 

□ 教育的措置の期間は，審判が行われるまでの間であり，通常は２～３か月

間であるが，試験観察の決定がされると，さらに３～４か月費やすこととな

る。少年自身の問題性や理解のしやすさに応じて教育的措置を行っている。 

○ 少年非行の原因が家庭や親子関係にある場合，少年と家族を切り離すこと

はあるか。 

□ 非行内容にもよるが，非行の要因を詳しく調べるために少年に心身鑑別を

受けさせる場合や，少年の心身の安定や保護を図るために，少年を家庭から

離して落ち着いた状況におくために観護措置をとることもある。鑑別所で心

身鑑別を受けさせ，少年に内省を深めさせ，自分の問題点に気づかせる期間

となる。その間に家裁調査官が保護者とも接触して自覚を促し，少年が戻る

環境を整えている。また，試験観察に付して，民間のボランティアの方や施
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設等に補導委託をして，委託先に少年の身柄を移して活動させる方法もある。

多くの場合は少年の自立に向けた訓練として行うが，親子間に適切な距離を

取ってその間に親子関係を調整していくという意味合いもある。 

  家庭環境が劣悪であったり，親の養育態度の問題が大きかったりする場合

は児童相談所が介入して調査し，児童相談所で一時保護することもある。 

○ 保健所の精神保健相談員は，児童相談所からどういう処遇が適切か意見を

求められることがあり，親・子それぞれに一定のプログラムで関わって，合

意を得た上で，頃合いを見て親子一緒に話をしてみたりしながら，少年や家

庭についての意見を言うことがあった。 

○ 教育的措置の受入側として，受け入れに積極的な所は潤沢にあるものか。 

□ 家庭少年友の会については積極的にかかわってくれている。補導委託先に

ついては，少年を預かっていただくことのできる委託先は多くなく，家庭裁

判所としては受け入れ先を増やしていくことが課題である。 

○ 補導委託の受入先は公表されているか。 

□ 少年事件が非公開であるため，受入先の公表はしていない。施設の中で活

動する際も，裁判所から委託された少年と分からないよう他の実習生やボラ

ンティアと同様の扱いにしてもらう等している。 

最近はコロナ禍の影響もあり，外部から人が来るだけでも敬遠される状況

であり，補導委託を受け入れてもらうことはより厳しくなっている。 

⑸ 次回開催期日及びテーマ 

令和３年７月５日（月）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

テーマは，追ってお知らせする。 

⑹ 閉会 


